した。 

「いい か 角 兵 ヱ ご 

「へえ ご 

しょうねん かくべ え こた えちご 

とま だ 少年 の 角 兵 H が 答えました。 これ は 越後から 

き かくべ え じし きのう いえいえ しきい そと 

来た 角 兵 ヱ 獅子で、 昨日まで は、 家々 の閾の 外で、 

さかだ もん 

逆立ちしたり、 とんぼがえり をう つたり して、 一文 二 

もん ぜに もら 

文の 銭 を 貰って いたので ありました。 

かんなたろう 

一 I レカ飽 」 

「へえ ご 

かんなたろう こた え ど き だいく 

と 鉋 太郎が 答えました。 これ は、 江戸から 来た 大工の 

むすこ きのう しょこく てら じんじゃ もん 

息子で、 昨日まで は 諸国のお 寺 や 神社の 門な どのつ く 



み まわ だいく しゅ * きょう しゅぎょう 

り を 見て 廻り、 大工の 修業 を 〔# 「修業 を」 は 底本で は 

しゅぎょう 

「修業 匕 していた ので ありました。 

おやかた 

「さあ、 みんな、 いけ。 わし は 親方 だから、 ここで 

一 服す いながら ま つてい る ご 

ぬすびと でし かまえ もん かまし 

そこで 盗人の 弟子た ちが、 釜 右 ェ門は 釜師の ふり を 

えびの じょう じょうまえや かくべ え しし 

し、 海老 之丞は 錠前屋の ふり をし、 角 兵 H は 獅子まい 

のように 笛 をヒャ ラヒヤ ラ 鳴らし、 鉋 太郎は 大工の ふ 

リ をして、 花の き 村に はいりこんで いきました。 

かしら は 弟子 どもが いってし まう と、 どっかと 川ば 

くさ うえ こし で し はな 

たの 草の 上に 腰をおろし、 弟子 どもに 話した とおり、 

ぬすびと 

たばこ をス ツバ、 スッパ とすいながら、 盗人の ような 



くら じょ-つ じょう 

「どの 倉に も、 錠ら しい 錠 は、 ついて おりません。 

こども じょう 

子供で もね じきれ そうな 錠が、 ついて おる だけです。 

あれ じ や、 こっちの しょうばいに やなりません ご 

「こ つちの しょうばい というの は 何 だ ご 

じょうまえ や 

「へえ、 …… 錠前 …… 屋ご 

こんじょう 

「きさま もま だ 根性が かわって おらん ッご 

とかしら は どなりつけました。 

「へえ、 かすみません。」 

「そういう 村 こそ、 こっちの しょうばいになる じ やな 

くら こども じょう 

いか ッ。 倉が あって、 子供で もね じきれ そうな 錠し 

かついて おらん という ほど、 こっちの しょうばいに 



都合の よい ことがあ るか。 まぬけめ が。 もう いっぺん、 

見なお して 来い ご 

むら 

「なるほどね。 こういう 村 こそしよう ばいになる ので 

すね ご 

えびの じょう かんしん むら 

と 海老 之丞 は、 感心しながら、 また 村に はいって いき 

ました。 

つぎ き しょうねん かくべ え 

次に かえって 来たの は、 少年 の 角 兵 ヱで ありました。 

かくべ え ふえ ふ き やぶ む 

角 兵 H は、 笛 を 吹きながら 来たので、 まだ 藪の 向こう 

すがた み 

で 姿の 見えない うちから、 わかりました。 

な ぬすびと 

「いつまで、 ヒャ ラヒヤ ラと 鳴らして おる のか。 盗人 

はなるべく 音 をた てぬ ようにして おる もの だ ご 



とかしら は 叱りました。 角 兵 ヱ は 吹く の を やめました 

なに み き 

「それで、 きさま は 何 を 見て 来たの かご 

かわ い はなしょうぶ にわ 

「川に ついて どんどん 行きましたら、 花菖蒲 を 庭い ち 

めんに 咲かせ たんさい (豕が ありました ご 

「うん、 それから？」 

いえ のきした あたま け まゆげ 

「その 家の 軒下に、 頭の 毛 も 眉毛 も あごひげ もまつ 

しろな 爺さんが いました ご 

じい こばん つぼ えん した 

「うん、 その 爺さんが、 小判の はいった 壺 でも 縁の下 

かく ようす 

に 隠して いそうな 様子だった かご 

「そのお 爺さんが 竹 笛 を 吹いて おりました。 ちょっと 

した、 つまらない 化 笛 だが、 とてもえ え 音が してお り 



した。 

なに くち 

かしら は そこで、 何 かいおう として 口 を もぐ もぐ や 

だ こども 

りました が、 まだいい 出さない うちに 子供 は、 あちら 

こども お はし 

の 子供た ちの あと を 追つ て 走って いつ てし まいました _ 

こども なかま わらじ 

あの 子供た ちの 仲間になる ために、 この 草鞋 を はいた 

こども み 

子供 は あと を も 見ずに い つ てし まいました。 

* つし こ ち 

ぼけんと して いる あいだに 牛の 仔 を 持た されて し 

わら うし こ み 

まった かしら は、 く ッくッ と 笑いながら 牛の 仔 を 見 ま 

した。 

たいてい 牛の 仔と いう もの は、 そこら をぴ よん ぴょ 

ん はねまわって、 持って いるの が やっかいな ものです 



が、 この 牛の 仔 はまた たいそう おとなしく、 ぬれた う 

るんだ 大きな 眼 を しばたた きながら、 かしらの そばに 

むしん た 

無心に 立って いるので した。 

「く ッくッ く ッ。， - 

とかしら は、 笑いが 腹の 中から こみあげて くるの が、 

とまりませんでした。 

で し じまん 

「これで 弟子た ちに 自慢が できる て。 きさまた ちが 

馬鹿 づら さげて、 村の 中 を あるいて いる あいだに、 わ 

うし こ ぬす 

し はもう 牛の 仔 を いっぴき 盗んだ、 といって ご 

そして また、 く ッくッ くッと 笑いました。 あんまり 

わら なみだで き 

笑った ので、 こんど は 涙が 出て 来ました。 



わら なみだ で き 

「ああ、 おかしい。 あんまり 笑つ たんで 涙が 出て 来 

やが つた ご 

ところが、 その 涙が、 流れて 流れて とまらな いので 

ありました。 

「いや、 はや、 これ はどうし たこと だい、 わしが 涙 を 

流す なんて、 これ じ や、 まるで 泣いて るのと 同じ じ や 

、 ゝ o _ 

る レカ」 

ぬすびと な 

そうです。 ほんとうに、 盗人の かしら は 泣いて いた 

のであります。 —— かしら は 嬉しかった のです。 じぶ 

いま ひと つめめ み き 

んは 今まで、 人から 冷たい 眼でば かり 見られて 来 まし 

とお ひとびと へん き 

た。 じぶんが 通る と、 人々 は そら 変な やつが 来たと い 



まど 

わんば かりに、 窓 をし めたり、 すだれ をお ろしたり し 

ました。 じぶんが 声をかけ ると、 笑いながら 話し あつ 

ひと しごと おも だ 

ていた 人た ち も、 きゅうに 仕事の こと を 思い出し たよ 

む 、-ナ おもて 

うに 向こう をむ いてし まう ので ありました。 池の 面 

こい きした 

にう かんで いる 鯉で さえ も、 じぶんが 岸に 立つ と、 が 

ば ッと体 を ひるがえして しずんで いくので ありました _ 

さる まわ せなか お さる かき み 

あるとき 猿 廻し の 背中に 負われて いる 猿に、 柿の 実 を 

ひとくち じ 

くれてやったら、 一 口 もた ベずに 地べたに すてて しま 

きり 

いました。 みんなが じぶん を 嫌って いたのです。 みん 

しんよう 

なが じぶん を 信用して はくれ なかった のです。 ところ 

わらじ こども ぬすびと うし 

が、 この 草鞋 を はいた 子供 は、 盗人で あるじ ぶんに 牛 



よろこ くだ 

「かしら、 喜んで 下せえ、 こんど こそ は、 おれたち 四 

にん ぬすっと こんじょう さぐ まい 

人、 しっかり 盗人 根性に なって 探って 参りました。 

かまえ もん きん ちゃがま いえ けん み 

釜 右 H 門 は 金の 茶釜の ある 家 を 五軒 見と どけます し、 

えびの じょう どぞう じょう ま 

海老 之丞 は、 五 つ の 土蔵の 錠 をよ くしら ベ て、 曲が つ 

くぎ ぽん だ^ 'く 

た 釘 一本で あけられる こと をた しかめ ますし、 大工の 

のこぎり なん き やじり み き 

ぁッし は、 この 鋸 で 難なく 切れる 家 尻 を 五つ 見て 来 

かくべ え かくべ え あしだ と こ 

ましたし、 角 兵 H は 角 兵 H で また、 足駄ば きで 跳び 越 

へい みき 

えられる 塀 を 五つ 見て 来ました。 かしら、 おれたち は 

ほめて 頂きとう ございます。」 

かんなたろう い き 

と 鉋 太郎が 意気 ごんで い いました。 しかし かしら は、 

それに 答えないで、 



つき のい ばら しろ はな み 

月の あかりに、 野 茨とう つぎの 白い 花が ほのかに 見 

むら よる にん おとな ぬすびと ぴき こうし 

えてい る 村の 夜 を、 五 人の 大人の 盗人が、 一匹の 仔牛 

こども ある 

を ひきながら、 子供 を さがして 歩いて いくので ありま 

した。 

こども 

かくれんぼの つづきで、 まだ あの 子供が どこかに か 

し ぬすびと 

くれてい るか も 知れない というので、 盗人た ち は、 み 

な つじどう えん した かき き うえ ものおき 

みずの 鳴いて いる 辻堂の 縁の下 や 柿の 木の 上 や、 物置 

なか にお みかん き さが 

の 中 や、 いい 匂いの する 蜜柑の 木の かげ を 探して みた 

ひと 

のでした。 人に きいても みたので した。 

こども み 

しかし、 ついに あの 子供 は 見あたりませんでした。 

ひゃくしょう たち ちょうちん ひい き こうし 

百姓 達は提 g に 火 を 入れて 来て、 仔牛 をて らして 



さき お めがね ろうじん 

の 先に 落ち かかる ように 眼鏡 を かけた 老人で したので、 

ぬすびと あんしん 

盗人た ち はまず 安心し ました。 これなら、 いざと いう 

こ- おも 

ときに、 つきとばして 逃げて しまえば い いと 思った か 

ら であります。 

こども はな 

かしらが、 子供の こと を 話して、 

こども みうしな こま 

「わしら、 その子 供 を 見失って 困って おります ご 

と い いました。 

ろうじん にん かお み 

老人 は 五 人の 顔 を 見 まわして、 

みう ひと 

「いっこう、 この あたりで 見受けぬ 人ば かりだが、 ど 

ま い 

ちらから 参った ご 

ときき ました。 



と い いました。 

つぎ あさ はな むら かまし じょうまえや だいく 

次の 朝、 花の き 村から、 釜師と 錠前屋と 大工と 

かくべ え じし ほうで 

角 兵 ヱ 獅子と が、 それぞれ べつの 方へ 出て いきました。 

四 人 はう つむき がちに、 歩いて いきました。 かれら は 

かしらの こと を 考えて いました。 よい かしらで あつ 

たと 思って おりました。 よい かしら だから、 最後に か 

ぬすびと 

しらが 「盗人に はもう け つして なるな ご といった こと 

まも おも 

ば を、 守らなければ ならない と 思って おりました。 

力く ベ え かわ くさ なか ？ U ろ 

角 兵 ヱ は 川の ふちの 草の 中から 笛 を 拾つ て ヒャラ 

ヒャラ と 鳴らして いきました。 
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